
各
種
手
当

①
特
別
児
童
扶
養
手
当

【
対
象
】＝
20
歳
未
満
の
重
度
ま
た
は
中
度
の

障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
な

ど【
支
給
額
】＝
月
額

▼
１
級（
重
度
）＝
５
万
１
５
０
０
円

▼
２
級（
中
度
）＝
３
万
４
３
０
０
円

＊ 

認
定
請
求
に
必
要
な
書
類
は
要
件
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

＊ 

そ
の
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
施
設

（
母
子
入
所
を
除
く
）に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
対
象
外
で
す
。

②
障
害
児
福
祉
手
当

【
対
象
】＝
20
歳
未
満
で
、
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
方

【
支
給
額
】＝
月
額
１
万
４
６
０
０
円

＊ 

障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て
い

る
方
は
対
象
外
で
す
。

③
特
別
障
害
者
手
当

【
対
象
】＝
20
歳
以
上
で
、
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
方

＊ 

施
設
に
入
所
中
の
方
、
ま
た
は
３
カ
月
以

上
継
続
し
て
病
院
・
老
人
保
健
施
設
な
ど

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
方
な
ど
は
対
象

外
で
す
。

【
支
給
額
】＝
月
額
２
万
６
８
３
０
円

＊ 

①
〜
③
の
支
給
額
は
、
い
ず
れ
も
平
成
28

年
４
月
１
日
現
在
で
す
。

各
種
手
当
に
係
る
所
得
状
況
届
の

提
出
を
！

　

現
在
、①
〜
③
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

本
年
８
月
か
ら
平
成
29
年
７
月
ま
で
の
受
給

資
格
確
認
の
た
め
、
８
月
上
旬
発
送
予
定
の

｢

所
得
状
況
届｣

の
提
出
が
必
要
で
す
。
未
提

出
の
場
合
、
８
月
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】＝
８
月
12
日（
金
）〜
９
月
12
日

（
月
）

＊
土
・
日
曜
日
を
除
く

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

重
度
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害

者
、
精
神
障
害
者
の
方
に
対
す
る
医
療
費
の

助
成
制
度
で
す
。

　

医
療
保
険
適
用
の
自
己
負
担
金
に
つ
い

て
、
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
後
に
申
請
さ
れ

る
と
、
助
成
金
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

【
対
象
】＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者

▼ 

療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
所
持
者（
Ｉ
Ｑ
35

以
下
を
含
む
）

▼ 

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
に
該
当
し
、
か
つ

Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
判
定
さ
れ
た
方

＊ 

申
請
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊ 

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
や
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
制
度
よ
り
も
優
先
さ
れ

ま
す
。

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器

助
成
制
度

　

難
聴
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
に
な
ら
な
い
軽

度
・
中
等
度
の
難
聴
児
に
対
し
、
補
聴
器
の

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】＝
18
歳
未
満
で
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ

ル
が
30
ｄ
ｂ
以
上
70
ｄ
ｂ
未
満
の
児
童

（
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
１
項
に
規
定

す
る
耳
鼻
咽
喉
科
の
指
定
医
師
が
、
補
聴
器

の
装
用
に
よ
り
言
語
の
習
得
な
ど
一
定
の
効

果
が
期
待
で
き
る
と
判
断
す
る
児
童
）

＊ 

申
請
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　

同
一
世
帯
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

利
用
す
る
方
が
複
数
い
る
場
合
、
申
請
に
よ

り
、
利
用
者
の
負
担
額
を
負
担
上
限
月
額
ま

で
軽
減
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

申
請
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券

【
対
象
】＝
市
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方（
①
〜
③
は
普
通
自
動
車
免

許
所
持
者
を
含
む
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者

②
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
所
持
者

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者

④ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
所
持

す
る
18
歳
未
満
の
方
で
、
同
一
世
帯
に
普

通
運
転
免
許
所
持
者
が
い
な
い
方

【
助
成
】＝
１
万
円
分
の
利
用
券（
５
０
０
円

×
20
枚
）

＊ 

本
市
と
契
約
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
会
社
、

福
祉
有
償
運
送
車
両
、
甑
島
定
期
航
路
船

の
み
有
効
で
す
。

＊
施
設
入
所
者
は
対
象
外
で
す
。

【
申
請
方
法
】＝
障
害
者
手
帳
な
ど
と
印
鑑

（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）を
持
参
の
上
、
本
庁

２
階
障
害
・
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

申
請
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

公
共
交
通
機
関　
　
　
　
　
　

　
　
　

普
通
運
賃
割
引
制
度

　

第
１
種
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
方

は
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
際
に
介
護
人
証
を
提
示
す
る
と
、
本
人
お

よ
び
介
護
人
の
普
通
運
賃
が
半
額
に
な
り
ま

す
。障

害
福
祉
の
相
談
窓
口　
　
　

　
（
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

障
害
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
手
続
き
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
と
し

て
相
談
・
通
報
を
受
け
付
け
、
虐
待
防
止
の

た
め
の
支
援
も
行
い
ま
す
。
虐
待
権
利
侵
害

な
ど
を
受
け
た
、ま
た
は
発
見
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
相
談
・
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
護
司
と
は
、
保
護
司
法
に
基
づ
い
て
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
国
家
公

務
員
で
す
が
、
実
質
は
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
犯
罪
を
し
た
者
や
非
行
の
あ
る
少

年
に
対
し
、
地
域
に
お
け
る
立
ち
直
り
支
援

や
再
犯
防
止
の
た
め
の
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
薩
摩
保
護
区
保
護
司
会
に
は
、
本

市
と
さ
つ
ま
町
で
計
83
人
の
会
員
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。

　

研
修
会
を
年
４
回
実
施
し
て
お
り
、
保
護

観
察
所
よ
り
講
師
を
招
き
、
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
会
員
同
士
の
事
例
発
表
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
会
員
に
対
し
て
は
、
保
護

対
象
者
と
の
面
接
を
行
う
際
、
ベ
テ
ラ
ン
の

会
員
が
同
席
す
る
な
ど
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

助
言
や
指
導
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
に
実
施
し
た
自
主
研
修
で
は
、
鹿
児

島
市
の
唐
湊
に
あ
る
鹿
児
島
少
年
鑑
別
所
の

主
任
官
を
招
き
、
現
状
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
年
犯
罪
の

場
合
、
保
護
観
察
と
な
る
事
案
も
多
く
、
保

護
司
と
の
連
携
が
特
に
重
要
に
な
る
こ
と
な

ど
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
入
所
し
て
き
た
３

割
の
少
年
が
再
犯
に
よ
り
戻
っ
て
く
る
と
い

う
現
状
が
あ
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
と
の
事
で
し
た
。

　

８
月
に
は
、
行
政
、
小
・
中
・
高
校
の
校

長
・
教
頭
、
警
察
の
関
係
部
署
の
方
を
対
象

に
、
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
々
の
地
域

や
職
場
で
ど
の
よ
う
な
現
状
が
あ
る
の
か
に

つ
い
て
、
横
断
的
な
情
報
共
有
を
図
る
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
隔
年
で
県
外
施
設
の
視
察
も
行
っ

て
い
ま
す
。
一
昨
年
は
北
九
州
医
療
刑
務
所

と
鳥
栖
に
あ
る
女
子
刑
務
所
を
訪
問
し
ま
し

た
。
現
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
見
聞
き
し

た
こ
と
を
、
実
際
の
保
護
司
活
動
に
応
用
し

て
い
ま
す
。

　

社
会
問
題
は
複
雑
化
し
て
き
て
お
り
、
保

護
司
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
事
例
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
情
報
提
供
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
問
題
に
取
り

組
み
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薩
摩
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

【
所
在
地
】＝
大
小
路
町
14
番
５
号（
中
央
公

民
館
内
）

【
相
談
日
】＝
月
〜
金
曜
日
10
時
〜
16
時

＊
土
・
日
曜
日
、祝
日
、お
盆
、年
末
年
始
を
除
く

＊
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
（
41
）６
１
９
６

【
問
合
先
】＝
本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ  

（
23
）５
１
１
１（
内
線
２
１
６
２
）

基幹相談支援センター（虐待防止センター）

名　 称 可愛会 サニーサイド

住　 所 〒895-0065 宮内町2641 〒895-0072 中郷町4708－1

電話番号 （22）0112 （21）1221

ファクス
番号 （22）0116 （20）0598

障
害
者
の
た
め
の
各
種
助
成
制
度
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

＊虐待防止センター：夜間、土・日曜日、祝日受付専用電話  080（5803）5358

地
域
福
祉
の
向
上
と
安
全・安
心
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

保
護
司
の
活
動
に
つ
い
て

【
問
合
先
】＝
本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
23
）５
１
１
１（
内
線
２
１
６
２
）
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